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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第17期

第３四半期連結
累計期間

第18期
第３四半期連結
累計期間

第17期
第３四半期連結
会計期間

第18期
第３四半期連結
会計期間

第17期

会計期間

自　平成22年
　　１月１日
至　平成22年
　　９月30日

自　平成23年
　　１月１日
至　平成23年
　　９月30日

自　平成22年
　　７月１日
至　平成22年
　　９月30日

自　平成23年
　　７月１日
至　平成23年
　　９月30日

自　平成22年
　　１月１日
至　平成22年
　　12月31日

売上高 (千円) 7,222,8747,346,3722,155,2012,144,93810,097,902

経常利益又は経常損失
(△)

(千円) 1,468,84931,785 122,941△418,8501,613,191

四半期(当期)純利益又
は四半期純損失(△)

(千円) 674,960△185,499 70,598△350,185 803,970

純資産額 (千円) ― ― 5,186,9005,063,5685,304,013

総資産額 (千円) ― ― 17,870,61919,572,80718,601,272

１株当たり純資産額 (円) ― ― 59,252.6058,080.1160,915.36

１株当たり四半期
(当期)純利益金額又は
四半期純損失金額(△)

(円) 7,844.30△2,143.11 815.64△4,045.779,329.77

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─ ─ ─

自己資本比率 (％) ― ― 28.7 25.7 28.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 3,256,853△1,200,803 ― ― 3,276,844

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △3,090,250137,416 ― ― △3,272,609

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 8,365 871,761 ― ― △297,923

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 2,111,2301,441,2581,637,527

従業員数 (名) ― ― 132 200 157

(注)１　売上高には、消費税等は含まれておりません。           

２　第17期第３四半期連結累計期間、第17期第３四半期連結会計期間、第18期第３四半期連結累計期間及び第17期の

潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、行使価格が市場価格を上回っており希薄化効

果がないため、記載しておりません。

３　第18期第３四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期

純損失であり、また潜在株式が存在していないため、記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が営む事業の内容について、

重要な変更はありません。また、主要な関係会社に異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成23年９月30日現在

従業員数(名) 200(45)

(注)  従業員数は就業人員であり、臨時従業員は(  )内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載しており

ます。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成23年９月30日現在

従業員数(名) 18(-)

(注)  従業員数は就業人員であり、臨時従業員は(  )内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載しており

ます。

　

EDINET提出書類

プラネックスホールディング株式会社(E02061)

四半期報告書

 3/36



第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当社グループ製品の生産は、主に台湾、中国等における委託生産によっているため、生産実績の記載は

省略しております。

　
(2) 仕入実績

当第３四半期連結会計期間における仕入実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 仕入高(千円) 前年同四半期比(％)

情報通信・ネットワーク関連製品事業 840,599 ―

店頭外国為替証拠金取引等事業 ― ―

自動車流通事業 620,221 ―

合計 1,460,820 ―

(注)１．セグメント間取引については、相殺消去しております。
２．金額は、販売価格によっております。
３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(3) 受注実績

当社グループは受注生産を行っていないため、受注状況の記載は省略しております。

　
(4) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

情報通信・ネットワーク関連製品事業 1,095,010 ―

店頭外国為替証拠金取引等事業 504,265 ―

自動車流通事業 545,663 ―

合計 2,144,938 ―

(注)１．セグメント間取引については、相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

(1)　顧客区分管理信託契約

　

契約会社名 契約締結日 契約の名称 相手先 契約内容
契約期間及び
更新条件
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 株式会社外
為ジャパン
(連結子会社)

平成23年
9月30日

顧客区分管理信
託契約書

みずほ信託銀行株式 
会社

顧客から預託を受け
た外国為替証拠金取
引に係る金銭の区分
管理及び運用

①契約期間
　平成23年9月30日から平
成24年3月31日まで
②更新条件
　当事者の一方から書面
による契約終了の意思表
示がない限り同一条件に
て１年間更新
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項については、本四半期報告書提出日現在、当社グループが判断したものでありま

す。　

　
　(1)経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間におけるわが国の経済は、東日本大震災の影響が依然として残る厳しい環境

下、サプライチェーンの立て直しにより回復基調への転換が見られる一方、原発事故を端緒とする電力供給

の問題や、欧州の金融市場の動揺をはじめとする海外経済の減速、急激な円高の進行などの影響により、先

行き不透明な状況で推移いたしました。

このような市場環境の下、情報通信・ネットワーク関連製品事業におきましては、急速に普及が拡大する

スマートフォン分野において関連製品の需要が高まる中、コンシューマー向けスマートフォン関連製品の

ラインアップの拡充と、市場でのシェア確保に努めるとともに、厳しい市況が続く法人市場においては、大

型開発案件に取り組んでまいりました。しかしながら、大型開発案件のずれ込みや、市場での販売価格競争

の激化による製品価格の下落のほか、特別損失として損害補償損失を計上したこと等により、減益を余儀な

くされました。

店頭外国為替証拠金取引等事業におきましては、当社グループは本年８月に施行となった第２次レバ

レッジ規制による影響を見込み、顧客基盤を拡大するため戦略的に打ち出した各種キャンペーンや広告宣

伝が奏功し、口座数及び預り残高は堅調に推移いたしました。しかしながら、円／米ドル相場において東日

本大震災や米国債格下げ、欧州債務問題等による相場の一時的な変動による取引量の増加があったものの、

全体として取引量は低調となり、また高収益事業として期待できる新規事業の立ち上げが遅れ、本格的な稼

動が来期以降の見込みとなったこと等により、前年同期と比較し減収となりました。

自動車流通事業におきましては、中古車登録台数が前年実績を下回る厳しい環境の下、良質な中古車両の

仕入を強化し、高粗利車両の販売に注力した結果、売上高・利益ともに堅調に推移いたしました。

以上の状況により、当第３四半期連結会計期間の売上高は2,144,938千円（前年同期比0.5％減）、営業損

失350,918千円（前年同期営業利益103,608千円）、経常損失418,850千円（前年同期経常利益122,941千

円）、四半期純損失350,185千円（前年同期四半期純利益70,598千円）となりました。　

　セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①　情報通信・ネットワーク関連製品事業

　当セグメントにおきましては、売上高1,095,010千円、営業損失229,747千円となりました。

　②　店頭外国為替証拠金取引事業

　当セグメントにおきましては、売上高504,265千円、営業損失208,846千円となりました。

③　自動車流通事業

　当セグメントにおきましては、売上高545,663千円、営業利益26,223千円となりました。

　

　(2)財政状態の分析

（資産）

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比971,534千円増の19,572,807千円でありま

す。これは、現金及び預金及び土地の増加などによるものであります。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末比1,211,978千円増の14,509,238千円となりま

した。これは、外国為替受入証拠金、長期借入金及び社債の増加などによるものであります。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末比240,444千円減の5,063,568千円となりま

した。これは、利益剰余金の減少などによるものであります。

　

(3) キャッシュ・フローの状況の分析

EDINET提出書類

プラネックスホールディング株式会社(E02061)

四半期報告書

 6/36



当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末と比べて196,268千円減

少し、1,441,258千円となりました。

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純損失

の計上、法人税等の支払いなどにより584,464千円の支出(前年同四半期連結会計期間は625,548千円の支

出）となりました。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、定期預金の預入、土地及び建

物の取得による支出などにより107,777千円の支出(前年同四半期連結会計期間は35,418千円の収入）とな

りました。

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、長期借入れなどにより

594,935千円の収入（前年同四半期連結会計期間は200,794千円の収入）となりました。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及

び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第３四半期連結会計期間における研究開発活動は、情報通信・ネットワーク関連製品事業において、

「脱PC宣言」というテーマを掲げ、ネットワーク機器のみならず周辺機器を含めた総合的な製品群の開発

を目指しております。しかしながら同事業における大型法人案件のずれ込みにより、研究開発活動の進捗に

影響が出たため、特筆すべき事項はございません。なお当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は

469千円であります。

また、店頭外国為替証拠金取引等事業及び自動車流通事業の研究開発活動はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、以下の設備を取得致しました。

①  提出会社

事業所名
(所在地)

セグメントの
名称

設備の内容

帳簿価額(千円)

従業員数
(名)土地

(面積㎡)　　
建物 合計

本社（東京都
渋谷区）

全社
（共通）

本社社屋
407,979
(186.11)

125,593533,57218

　
　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 255,200

計 255,200

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 96,575 96,575
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

(注)１,２

計 96,575 96,575 ― ―

(注)  １ 完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。

 ２ 単元株制度を採用しておりません。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年７月１日～
平成23年９月30日

─ 96,575 ─ 2,090,287 ─ 835,203

　

(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成23年６月30日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ―

議決権制限株式(その他) ─ ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)　　　
普通株式   10,019

―
権利内容に何ら制限のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

86,556
86,556 同上

単元未満株式 ─ ― ―

発行済株式総数 96,575 ― ―

総株主の議決権 ― 86,556 ―

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
プラネックスホールディ
ング株式会社

東京都渋谷区東三丁目16
番３号　エフ・ニッセイ恵
比寿ビル２階

10,019 ─ 10,019 10.37

計 ― 10,019 ─ 10,019 10.37

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成23年
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

最高(円) 59,30051,60051,40038,70038,70037,90033,95035,95028,400

最低(円) 49,70044,30027,50033,80033,90031,20031,05026,30021,450

(注)  最高・最低株価は、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ(スタンダード)におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

（退任役員）

役名 職名 氏名 退任年月日

取締役 ― 畑　英文 平成23年７月29日
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第５ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成22年１月１日から平成22年９月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成23年７月１日から平成23年９月30日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成23年１月１日から平成23年９月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成22年７月１

日から平成22年９月30日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成22年１月１日から平成22年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表については、東陽監査法人により四半期レビューを受け、当第３四半期連結

会計期間(平成23年７月１日から平成23年９月30日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成23年１月１

日から平成23年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人により四半

期レビューを受けております。

　なお、当社の監査法人は次のとおり交代しております。

　第17期第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間　東陽監査法人

　第18期第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間　有限責任 あずさ監査法人
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 ※2
 1,996,531

※2
 1,772,799

売掛金 721,028 1,021,499

商品及び製品 870,153 628,489

仕掛品 149,957 37,330

原材料及び貯蔵品 22,296 3,505

短期貸付金 － 250,000

外国為替取引顧客区分管理信託 8,716,000 8,431,000

差入保証金 1,321,393 2,504,056

支払差金勘定 3,135,101 2,529,904

繰延税金資産 228,644 147,494

その他 855,523 305,281

貸倒引当金 △66,683 △34,679

流動資産合計 17,949,947 17,596,683

固定資産

有形固定資産

建物 218,477 54,750

減価償却累計額 △36,435 △21,223

建物（純額） ※2
 182,042 33,526

車両運搬具 11,604 11,155

減価償却累計額 △10,433 △8,989

車両運搬具（純額） 1,170 2,166

工具、器具及び備品 563,332 550,605

減価償却累計額 △372,419 △259,925

工具、器具及び備品（純額） 190,913 290,679

土地 ※2
 407,979 －

建設仮勘定 － 13

有形固定資産合計 782,105 326,385

無形固定資産

のれん ※7
 － 4,630

ソフトウエア 214,412 69,198

その他 2,234 2,234

無形固定資産合計 216,647 76,063

投資その他の資産

投資有価証券 ※1
 307,692

※1
 305,905

繰延税金資産 33,100 98,596

その他 328,185 237,568

貸倒引当金 △44,871 △39,930

投資その他の資産合計 624,107 602,140

固定資産合計 1,622,859 1,004,589

資産合計 19,572,807 18,601,272
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 704,140 910,425

1年内償還予定の社債 ※2
 66,800 －

短期借入金 150,000 －

1年内返済予定の長期借入金 ※2, ※3
 154,396 3,996

未払金 459,807 341,970

未払法人税等 5,544 462,519

賞与引当金 21,875 5,817

返品調整引当金 267 3,497

外国為替受入証拠金 11,803,747 10,886,660

オプション負債 59,568 106,679

その他 303,500 399,226

流動負債合計 13,729,647 13,120,793

固定負債

社債 ※2
 99,800 －

長期借入金 ※2
 573,114

※4
 107,844

繰延税金負債 74,976 58,260

負ののれん ※7
 21,338 －

関係会社整理損失引当金 10,328 10,328

固定負債合計 779,557 176,432

特別法上の準備金

金融商品取引責任準備金 ※5
 33

※5
 33

特別法上の準備金合計 33 33

負債合計 14,509,238 13,297,259

純資産の部

株主資本

資本金 2,090,287 2,090,287

資本剰余金 1,342,948 1,400,941

利益剰余金 2,204,974 2,391,392

自己株式 △352,133 △352,133

株主資本合計 5,286,077 5,530,487

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △110,516 △106,143

繰延ヘッジ損益 △41,698 △63,271

為替換算調整勘定 △106,680 △88,482

評価・換算差額等合計 △258,895 △257,897

少数株主持分 36,386 31,423

純資産合計 5,063,568 5,304,013

負債純資産合計 19,572,807 18,601,272
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
　至 平成22年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年９月30日)

売上高

商品及び製品売上高 － 5,325,069

製品売上高 3,060,677 －

金融収益 3,894,840 2,021,303

その他売上高 267,356 －

売上高合計 7,222,874 7,346,372

売上原価 3,042,150 4,757,113

売上総利益 4,180,724 2,589,259

返品調整引当金繰入額 5,394 267

返品調整引当金戻入額 4,027 3,497

差引売上総利益 4,179,357 2,592,489

販売費及び一般管理費

役員報酬 236,029 158,291

給料及び賞与 326,338 388,553

広告宣伝費 637,343 504,688

運賃 37,280 58,254

賞与引当金繰入額 7,980 21,875

貸倒引当金繰入額 10,203 －

業務委託費 245,681 251,421

研究開発費 ※1
 2,565 1,403

その他 1,248,566 1,113,231

販売費及び一般管理費合計 2,751,991 2,497,718

営業利益 1,427,366 94,770

営業外収益

受取利息及び配当金 2,764 9,812

為替差益 40,539 6,268

持分法による投資利益 298 －

雑収入 9,760 19,184

営業外収益合計 53,363 35,266

営業外費用

支払利息 4,611 8,036

社債発行費 － 3,017

貸倒引当金繰入額 － 39,192

持分法による投資損失 － 32,846

雑損失 7,268 15,157

営業外費用合計 11,880 98,251

経常利益 1,468,849 31,785
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(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
　至 平成22年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年９月30日)

特別利益

固定資産売却益 ※2
 0 －

貸倒引当金戻入額 － 2,014

投資有価証券売却益 3,320 －

関係会社整理損失引当金戻入額 94 －

負ののれん発生益 2,292 －

立退料収入 21,364 －

違約金収入 － 7,500

特別利益合計 27,073 9,514

特別損失

固定資産除却損 ※3
 215 －

固定資産売却損 ※4
 192 －

投資有価証券評価損 ※5
 4,736 12,246

投資有価証券売却損 3,069 4,859

役員退職慰労金 － 70,000

減損損失 － ※6
 16,561

たな卸資産廃棄損 6,277 －

損害補償損失 － 104,632

和解金 10,000 11,055

前期損益修正損 196 －

その他 1,777 7,792

特別損失合計 26,465 227,148

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

1,469,457 △185,848

法人税、住民税及び事業税 593,413 6,489

過年度法人税等 42,773 －

法人税等調整額 145,907 △11,801

法人税等合計 782,094 △5,311

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △180,536

少数株主利益 12,402 4,962

四半期純利益又は四半期純損失（△） 674,960 △185,499
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【第３四半期連結会計期間】
(単位：千円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成22年７月１日
　至 平成22年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成23年７月１日
　至 平成23年９月30日)

売上高

商品及び製品売上高 － 1,640,673

製品売上高 992,384 －

金融収益 895,459 504,265

その他売上高 267,356 －

売上高合計 2,155,201 2,144,938

売上原価 1,083,932 1,555,590

売上総利益 1,071,268 589,348

返品調整引当金繰入額 390 109

差引売上総利益 1,070,878 589,238

販売費及び一般管理費

役員報酬 69,956 48,205

給料及び賞与 113,175 141,664

広告宣伝費 210,602 192,896

運賃 13,642 21,973

賞与引当金繰入額 12,582 16,282

業務委託費 104,446 121,530

研究開発費 ※1
 859 469

その他 442,004 397,135

販売費及び一般管理費合計 967,270 940,156

営業利益又は営業損失（△） 103,608 △350,918

営業外収益

受取利息及び配当金 1,028 3,707

為替差益 19,832 －

持分法による投資利益 298 －

雑収入 5,365 2,620

営業外収益合計 26,524 6,328

営業外費用

支払利息 823 3,038

為替差損 － 22,457

貸倒引当金繰入額 － 35,801

持分法による投資損失 － 6,275

雑損失 6,367 6,688

営業外費用合計 7,191 74,260

経常利益又は経常損失（△） 122,941 △418,850

特別利益

固定資産売却益 0 －

貸倒引当金戻入額 1,142 500

投資有価証券売却益 3,320 －

特別利益合計 4,462 500
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(単位：千円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成22年７月１日
　至 平成22年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成23年７月１日
　至 平成23年９月30日)

特別損失

投資有価証券評価損 ※2
 4,736 12,246

投資有価証券売却損 2,369 3,645

たな卸資産廃棄損 6,277 －

損害補償損失 － 83,546

その他 1,129 5,646

特別損失合計 14,512 105,085

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

112,890 △523,436

法人税、住民税及び事業税 34,691 △127,854

法人税等調整額 2,114 △46,754

法人税等合計 36,806 △174,609

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △348,827

少数株主利益 5,486 1,358

四半期純利益又は四半期純損失（△） 70,598 △350,185
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
　至 平成22年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

1,469,457 △185,848

減価償却費 159,716 152,211

のれん償却額 9,407 9,407

持分法による投資損益（△は益） △298 32,846

貸倒引当金の増減額（△は減少） 9,596 37,177

賞与引当金の増減額（△は減少） 13,330 16,057

返品調整引当金の増減額（△は減少） 1,352 △3,230

関係会社整理損失引当金の増減額（△は減少） △12,646 －

たな卸資産廃棄損 6,277 －

受取利息及び受取配当金 △2,764 △9,812

支払利息及び社債利息 4,611 8,036

社債発行費 － 3,017

為替差損益（△は益） △1,037 5,084

有形固定資産売却損益（△は益） 191 －

有形固定資産除却損 113 －

無形固定資産除却損 102 －

減損損失 － 16,561

損害補償損失 － 104,632

投資有価証券売却損益（△は益） △250 4,859

投資有価証券評価損益（△は益） 4,736 12,246

和解金 10,000 11,055

負ののれん発生益 △2,292 －

前期損益修正損益（△は益） 196 －

売上債権の増減額（△は増加） 134,029 296,181

たな卸資産の増減額（△は増加） △293,360 △374,151

仕入債務の増減額（△は減少） 19,154 △204,165

未払金の増減額（△は減少） △47 20,216

外国為替取引顧客区分管理信託の増減額（△は
増加）

△8,061,000 △285,000

外国為替差入証拠金の増減額（△は増加） 7,667,011 －

外国為替受入証拠金の増減額（△は減少） 3,137,693 917,087

支払差金勘定の増減額（△は増加） △1,334,418 △605,197

その他 524,769 △375,522

小計 3,463,632 △396,248

利息及び配当金の受取額 2,592 10,385

利息の支払額 △4,611 △6,216

和解金の支払額 △10,000 △11,055

損害補償損失の支払額 － △26,828

法人税等の支払額 △194,760 △770,839

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,256,853 △1,200,803
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(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
　至 平成22年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △100,000 △520,000

定期預金の払戻による収入 － 100,000

投資有価証券の取得による支出 △1,000 △72,247

投資有価証券の売却による収入 35,748 3,507

出資金の払込による支出 △70 －

有形固定資産の取得による支出 △278,158 △586,032

有形固定資産の売却による収入 2 －

無形固定資産の取得による支出 △34,930 △135,853

短期貸付金の増減額（△は増加） △6,477 250,000

差入保証金の増減額（△は増加） △2,654,944 1,182,663

敷金の回収による収入 － 3,011

敷金の差入による支出 △4,593 △10,022

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出 ※2

 △16,852 －

関係会社株式の取得による支出 △41,348 －

その他 12,373 △77,610

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,090,250 137,416

財務活動によるキャッシュ・フロー

社債の発行による収入 － 196,982

社債の償還による支出 － △33,400

短期借入金の純増減額（△は減少） 150,000 150,000

長期借入れによる収入 － 650,000

長期借入金の返済による支出 △3,330 △34,330

株式の発行による収入 44,619 －

自己株式の取得による支出 △1,854 －

配当金の支払額 △181,068 △57,491

財務活動によるキャッシュ・フロー 8,365 871,761

現金及び現金同等物に係る換算差額 △15,006 △4,642

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 159,962 △196,268

現金及び現金同等物の期首残高 1,951,268 1,637,527

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 2,111,230

※1
 1,441,258
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。　

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間

(自　平成23年１月１日　至　平成23年９月30日)

１．持分法の適用に関する事項

の変更

（持分法適用非連結子会社）

①　持分法適用非連結子会社の変更

　当第３四半期連結会計期間において、当社が保有していた株式会社オールグ

リーン・ネットワークスの全株式を売却したため、同社を持分法の適用範囲か

ら除外しております。

②　変更後の持分法適用非連結子会社数

　　０社　

２．会計処理基準に関する事項

の変更

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計

基準第18号　平成20年３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用

指針」(企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日)を適用しておりま

す。この変更が損益に与える影響は軽微であります。

　この変更が損益に与える影響は軽微であります。

　

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年１月１日  至  平成23年９月30日)

（四半期連結損益計算書関係）

(1)「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号　平成20年12月26日)に基づく財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令(平成21年３月24日　内閣府令第５号)の適用により、当第３四半期連結累計期間では、「少

数株主損益調整前四半期純損失」の科目を表示しております。

(2)前第３四半期連結累計期間において売上高は「製品売上高」「その他売上高」として表示しておりましたが、

事業展開の多様化・複合化によって、従来の区分表示では実態を表さなくなったことから、当第３四半期連結累計

期間では「商品及び製品売上高」として表示しております。 

　

当第３四半期連結会計期間
(自  平成23年７月１日  至  平成23年９月30日) 

（四半期連結貸借対照表関係）

(1)前第３四半期連結会計期間において、商品在庫及び製品在庫を「製品」として表示しておりましたが、事業展

開の多様化・複合化によって、従来の区分表示では実態を表さなくなったことから、当第３四半期連結会計期間で

は「商品及び製品」として表示しております。

(2)前第３四半期連結会計期間において独立掲記しておりました投資その他の資産の「差入保証金」(当第３四半

期連結会計期間450千円）は、金額が僅少であるため、当第３四半期連結会計期間では投資その他の資産の「その

他」に含めて表示しております。

（四半期連結損益計算書関係）

(1)「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号　平成20年12月26日)に基づく財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令(平成21年３月24日　内閣府令第５号)の適用により、当第３四半期連結会計期間では、「少

数株主損益調整前四半期純損失」の科目を表示しております

(2)前第３四半期連結会計期間において売上高は「製品売上高」「その他売上高」として表示しておりましたが、

事業展開の多様化・複合化によって、従来の区分表示では実態を表さなくなったことから、当第３四半期連結会計

期間では「商品及び製品売上高」として表示しております。

　

【簡便な会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成23年１月１日  至  平成23年９月30日)

１．法人税等並びに繰延税金資

産及び繰延税金負債の算定

方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営

環境等及び一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連

結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利

用する方法によっております。
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　  当第３四半期連結累計期間（自　平成23年１月１日　至　平成23年９月30日）
 
　　　該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年12月31日)

※１　非連結子会社及び関連会社に対するものは、次のと

おりであります。

　　　投資有価証券(株式)　　　　　 10,960千円 

　　　投資有価証券(出資金)　　　　 16,188千円 

※１　非連結子会社及び関連会社に対するものは、次のと

おりであります。

　　　投資有価証券（株式）　   47,458千円 

　　　投資有価証券（出資金）　 16,188千円 

※２　担保に供している資産及び担保に係る債務

　(1) 担保に供している資産

　　　定期預金　　　　　　　　　   555,272千円 

　　　土地                         407,979千円 

　　　建物                         125,593千円 

　(2) 担保に係る債務

　　　リース債務 　　　　　　　 　　10,819千円 

　　　１年内償還予定の社債　        66,800千円 

　　　社債　　　                    99,800千円 

　　　１年内返済予定の長期借入金　 137,200千円 

　　　長期借入金                 　512,800千円 

　なお、 連結子会社である株式会社外為ジャパンの店頭

外国為替証拠金等取引に関連して生じる債務に関し、金

融機関が行っている支払承諾契約に基づく債務保証に対

する担保として、上記定期預金の内450,000千円を差し入

れております。

※２　担保に供している資産及び担保に係る債務

  (1) 担保に供している資産

      定期預金                 35,272千円 

  (2) 担保に係る債務

      リース債務               17,839千円 

※３　１年内返済予定の長期借入金のうち、劣後特約付の

ものは、47,500千円であります。

                ――――――――――

              ―――――――――― ※４　長期借入金のうち、劣後特約付のものは、78,500千

円であります。

※５　特別法上の準備金を規定した法令の条項は次のと

おりであります。

金融商品取引責任準備金・・・金融商品取引法

第46条の５

※５　特別法上の準備金を規定した法令の条項は次のと

おりであります。

金融商品取引責任準備金・・・金融商品取引法

第46条の５

              ―――――――――― ６　偶発債務

　株式会社エス・エス・アイ・トリスターは、平成20年６

月６日付けで、当社の連結子会社であるプラネックス

フォースシステムズ株式会社（旧社名：アメリカンメガ

トレンド）を被告とする売掛金代金支払請求訴訟を東京

地方裁判所へ提起しました。

　これは、株式会社エス・エス・アイ・トリスターが平成

17年10月１日に株式会社トリスターと締結した商品売買

契約に基づく売買代金の残額12,898千円とこれに対する

平成20年５月１日以降の遅延利息の支払請求権を、株式

会社トリスターを平成19年12月17日に吸収合併したプラ

ネックスフォースシステムズ株式会社に対して有するも

のと主張し請求しているものです。

　平成23年３月９日に東京地方裁判所において、和解が成

立しました。

※７　のれんと負ののれんは相殺表示しております。

　　　のれん　　　　　　　　 51,622千円 

　　　負ののれん　　　　　 △72,960千円 

       差引                △21,338千円 

               ――――――――――
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(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年１月１日
至  平成22年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年１月１日
至  平成23年９月30日)

※１　一般管理費及び当期製造費用に含まれる研究開発

費は、次のとおりであります。

      一般管理費               2,565千円 

              ――――――――――

※２　固定資産売却益は、次のとおりであります。

      工具、器具及び備品                 0千円 

              ――――――――――

※３　固定資産除却損は、次のとおりであります。

      工具、器具及び備品               113千円 

      長期前払費用                     102千円 

           計                          215千円 

              ――――――――――

※４　固定資産売却損は、次のとおりであります。

      工具、器具及び備品               192千円 

              ――――――――――

※５　投資有価証券評価損は、次のとおりであります。

     (株)エムログ                      200千円 

     (株)ネコ・パブリッシング        1,973千円 

     クアトロネット(株)              2,563千円 

　          計                       4,736千円 

              ――――――――――

              ―――――――――― ※６　連結子会社であるプラネックス証券株式会社にお

て、当初計画していた収益の獲得が見込めなく

なったため、のれんの全額16,561千円を特別損失

に計上しております。

　

第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日)

※１　一般管理費及び当期製造費用に含まれる研究開発

費は、次のとおりであります。

      一般管理費                859千円

               ――――――――――

※２　投資有価証券評価損は、次のとおりであります。

     (株)エムログ                      200千円 

     (株)ネコ・パブリッシング        1,973千円 

     クアトロネット(株)              2,563千円 

　          計                       4,736千円 

               ――――――――――
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年１月１日
至  平成22年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年１月１日
至  平成23年９月30日)

※１　現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間

末残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記さ

れている科目の金額との関係

(平成22年９月30日現在)

現金及び預金 2,246,455千円

有価証券 ─ 〃

計 2,246,455千円

預入期間が３か月超の定期預金 △135,224〃

MMF及びCP以外の有価証券 ─〃

現金及び現金同等物 2,111,230千円

※１　現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間

末残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記さ

れている科目の金額との関係

(平成23年９月30日現在)

現金及び預金 1,996,531千円

計 1,996,531千円

預入期間が３か月超の定期預金 △555,272千円

現金及び現金同等物 1,441,258千円

※２　株式の取得により新たに連結子会社となった会社

の資産及び負債の内訳

　  　株式の取得により新たにプラネックス証券株式会社

を連結したことに伴う連結開始時の資産及び負債の

内訳、並びにプラネックス証券株式の取得価額と取

得のための支出(純額)との関係は次のとおりであり

ます。

(平成22年９月30日現在)

流動資産 229,214千円

固定資産 3,180〃

のれん 22,081〃

流動負債 △3,941〃

固定負債 ─〃

特別法上の準備金 △33〃

少数株主持分 △11,420〃

プラネックス証券株式会社
株式の取得価額
 

239,080千円

プラネックス証券株式会社の現金
及び現金同等物

△222,227〃

差引：プラネックス証券株式会社
の株式取得のための支出(純額)

16,852千円 

　　　　　　　　―――――――――― 
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成23年９月30日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成23年１月１日　

至　平成23年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 96,575

　

２．自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 10,019

　

３．新株予約権に関する事項

該当事項はありません。

　

４．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年３月25日
定時株主総会

普通株式 57,992 670.00平成22年12月31日 平成23年３月28日 資本剰余金

(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会

計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

５．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日)

　
情報通信・ネッ
トワーク関連製
品事業(千円)

金融事業
(千円)

中古車販売事
業(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

992,384895,459267,3562,155,201 ― 2,155,201

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

153,239 ― △7 153,231(153,231) ―

計 1,145,623895,459267,3492,308,432(153,231)2,155,201

営業利益又は営業損失(△) △11,684137,731△2,512 123,534(19,926)103,608 

(注)１　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２  各区分の主な製品

(1) 情報通信・ネットワーク関連製品等事業・・・NIC(LANアダプタ)、ハブ、スイッチングハブ、インテリ

ジェントハブ、ギガビットスイッチングハブ、ワイヤレス製品、ネットワークカメラ、プリントサーバ、

ケーブル、USB/Bluetooth関連製品、ブロードバンドルータ、VoIP、サーバ類(NAS)、携帯万能、ユーティリ

ティソフト、パッケージソフト、ネットワーク保守サービス、その他

(2) 金融事業・・・店頭外国為替証拠金取引、証券サービス業

(3) 中古車販売事業・・・中古自動車の販売及び輸出入業

３　事業区分の追加

当第３四半期連結会計期間より、連結子会社のプラネックスフォースシステムズ株式会社が新たに中古自動車

の販売及び輸出入業に進出したため、「中古車販売事業」を新たに区分致しました。

　

前第３四半期連結累計期間(自　平成22年１月１日　至　平成22年９月30日)

　
情報通信・ネッ
トワーク関連製
品事業(千円)

金融事業
(千円)

中古車販売事
業(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

3,060,6773,894,840267,3567,222,874 ― 7,222,874

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

674,363 1,110 △7 675,466(675,466) ―

計 3,735,0413,895,950267,3497,898,340(675,466)7,222,874

営業利益又は営業損失(△) 132,7501,311,036△2,5121,441,274(13,908)1,427,366

(注)１　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。  

２  各区分の主な製品

(1）情報通信・ネットワーク関連製品等事業・・・NIC(LANアダプタ)、ハブ、スイッチングハブ、インテリ

ジェントハブ、ギガビットスイッチングハブ、ワイヤレス製品、ネットワークカメラ、プリントサーバ、

ケーブル、USB/Bluetooth関連製品、ブロードバンドルータ、VoIP、サーバ類(NAS)、携帯万能、ユーティリ

ティソフト、パッケージソフト、ネットワーク保守サービス、その他

(2) 金融事業・・・店頭外国為替証拠金取引、証券サービス業

(3) 中古車販売事業・・・中古自動車の販売及び輸出入業

３　事業区分の追加

当第３四半期連結会計期間より、連結子会社のプラネックスフォースシステムズ株式会社が新たに中古自動車

の販売及び輸出入業に進出したため、「中古車販売事業」を新たに区分致しました。

　

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日)

セグメントの売上高の合計及び全セグメントの資産の合計の合計額に占める「日本」の割合がいずれ

も90％を超えているため、記載を省略しております。
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前第３四半期連結累計期間(自　平成22年１月１日　至　平成22年９月30日)

全セグメントの売上高の合計及び全セグメントの資産の合計の合計額に占める「日本」の割合がいず

れも90％を超えているため、記載を省略しております。

　
【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日)

　　海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

　

前第３四半期連結累計期間(自　平成22年１月１日　至　平成22年９月30日)

　　海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

　

【セグメント情報】

１.  報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会において

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、「情報通信・ネットワーク関連製品事業」、「店頭外国為替証拠金取引等事業」及び「自動車流通

事業」の３つを主に行っており、それぞれの事業ごとに開発、販売計画を作成し、包括的な事業戦略の立案、意

思決定を行っており、上記を報告セグメントとしております。

「情報通信・ネットワーク関連製品事業」は、パソコン周辺機器、無線LANルータ等のネットワーク機器、

ゲーム関連機器、ソフトウェアの開発・製造・販売・保守、広域無線ネットワークシステムの導入支援サービ

スを行っております。

「店頭外国為替証拠金取引等事業」は、店頭外国為替証拠金取引サービス、外貨両替取引サービスの提供を

行っております。

「自動車流通事業」は、国内の中古車販売、輸出及び自動車整備事業を行っております。

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第３四半期連結累計期間(自  平成23年１月１日  至  平成23年９月30日)

　 　 　 　 　 　(単位：千円)

　

報告セグメント
その他
（注）

合計
情報通信・ネット
ワーク関連製品事業

店頭外国為替証拠
金取引等事業

自動車流通
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への
売上高

3,486,2622,020,2531,838,8077,345,3221,0507,346,372

  セグメント間
の内部売上高又
は振替高

107,411 - 107 107,51940,158147,677

計 3,593,6732,020,2531,838,9147,452,84141,2087,494,050

セグメント利益
又は損失（△）

△112,895 △15,154 38,234△89,814△47,389△137,204

(注)  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、海外子会社（ベトナム）におけるソフ

トウェア開発サービス事業、証券事業等であります。

　

当第３四半期連結会計期間(自  平成23年７月１日  至  平成23年９月30日)

　 　 　 　 　 　(単位：千円)
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報告セグメント
その他
（注）

合計
情報通信・ネット
ワーク関連製品事業

店頭外国為替証拠
金取引等事業

自動車流通
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への
売上高

1,095,010 504,265 545,6632,144,938 - 2,144,938

  セグメント間
の内部売上高又
は振替高

45,074 - 99 45,173 - 45,173

計 1,140,084 504,265 545,7622,190,112 - 2,190,112

セグメント利益
又は損失（△）

△229,747 △208,846 26,223△412,370△33,841△446,212

(注)  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、海外子会社（ベトナム）におけるソフ

トウェア開発サービス事業、証券事業等であります。
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３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容(差異調整に関する事項)

当第３四半期連結累計期間(自　平成23年１月１日  至  平成23年９月30日)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 △89,814

「その他」の区分の損失（△） △47,389

セグメント間取引消去 △2,626

のれんの償却額 △9,407

報告セグメントに配分していない損益(注) 257,613

その他の調整額 △13,604

四半期連結損益計算書の営業利益 94,770

(注)  主として持株会社（連結財務諸表提出会社）に係る損益であります。

　

当第３四半期連結会計期間(自　平成23年７月１日  至  平成23年９月30日)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 △412,370

「その他」の区分の損失（△） △33,841

セグメント間取引消去 1,419

のれんの償却額 △2,399

報告セグメントに配分していない損益(注) 94,704

その他の調整額 1,568

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △350,918

(注) 主として持株会社（連結財務諸表提出会社）に係る損益であります。 

　

　(追加情報)

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号　平成

21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20

号  平成20年３月21日)を適用しております。
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(金融商品関係)

企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年度の末日に比べて著しい変

動が認められるものは次の通りであります。

(単位：千円)

科目
四半期連結

貸借対照表計上額
時価 差額 時価の算定方法

外国為替取引顧客区分管理信託 8,716,0008,716,000─ （注）１

支払差金勘定 3,135,1013,135,101─ （注）１

短期借入金 150,000150,000 ─ （注）１

外国為替受入証拠金 11,803,74711,803,747─ （注）１

長期借入金（１年内返済予定を含
む）

727,510730,1592,649 （注）２

社債（１年内償還予定を含む） 166,600168,0951,495 （注）３

デリバティブ取引(※)
 
(1) ヘッジ会計が適用されないもの
 
(2) ヘッジ会計が適用されるもの
 

 
 

(3,082,231)
 

(59,568)
 

 
(3,082,231)
 

(59,568)

 
─

 
─

 
（注）４

 
（注）４

デリバティブ取引計 (3,141,799)(3,141,799)─ 　

 (※) デリバティブ取引によって、生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債

　　務となる項目については、(　)で示しております。

(注)１　外国為替取引顧客区分管理信託、支払差金勘定、短期借入金、外国為替受入証拠金

これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿

価額によっております。

２　長期借入金

長期借入金の時価については、元利金の合計金額を、新規に同様の借入を行った場合に想定される

利率で割り引いた現在価値により算定しております。なお、長期借入金には１年以内返済予定長期

借入金を含めて表示しております。

３　社債

社債の時価については、元利金の合計額を、新規に同様の借入を行った場合に想定される利率で割

り引いた現在価値により算定しております。なお、社債には１年以内償還予定の社債を含めて表示

しております。

４　デリバティブ取引の時価の算定方法　

「デリバティブ取引関係」注記を参照ください。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動が

認められません。

　

(デリバティブ取引関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成23年９月30日)

対象物の種類が通貨であるデリバティブ取引が、企業集団の事業の運営において重要なものとなって

おり、かつ、当該取引の契約額その他の金額に前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められま

す。

　

(1)通貨関連

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
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　 対象物の種類 契約額等
契約額等のうち
１年超

時価 評価損益

　
　
　
　
　
市場取
引以外
の取引

外国為替証拠金取引
 
　買建
 
　売建

      
 
　    13,027,231
 
      40,327,633

      
 
　           ─
 
             ─

      
 
     △3,206,417
 
    　　  71,310

      
 
    　 △3,206,412
 
    　　　  71,310

　
カ ウ ン タ ー パ ー
ティーとの取引
 

　
　

　 　 　

　

  買建
 
  売建
 

     165,304,113
 
     141,208,952
 

             ─
 
             ─ 
 

　　　△127,995
 
　      180,866  
 

　　　　△127,995
 
　   　   180,866  
 

合計   　　　　　　―  ─ △3,082,231 △3,082,231

(注)１ 時価の算定方法  取引先金融機関から提示された価格等に基づき算定しております。　　　　　　　　　

　　２ ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は除いております。

　

(ストック・オプション等関係)

　該当事項はありません。

　

　(企業結合等関係)

　　該当事項はありません。

　

　(資産除去債務関係)

　　該当事項はありません。

　

　(賃貸等不動産関係)

　　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年12月31日)

　 　

　
58,080.11円 

 
　

　 　

　 60,915.36円
　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第３四半期
連結会計期間末
(平成23年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年12月31日)

純資産の部の合計額(千円) 5,063,568 5,304,013

普通株式に係る純資産額(千円) 5,027,182 5,272,589

差額の主な内訳(千円) 　 　

　 （少数株主持分） 　　　　　　　(36,386)　　　　　 　　　　　　　(31,423)

普通株式の発行済株式数(株) 96,575 96,575

普通株式の自己株式数(株) 10,019 10,019

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式の数
(株)

86,556 86,556 

　
２．１株当たり四半期純利益金額等

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年１月１日
至  平成22年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年１月１日
至  平成23年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 7,844.30円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金
額

―

 
　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額について
は、行使価格が市場価格を上回っており希薄化効果がな
いため、記載しておりません。
　

１株当たり四半期純損失金額 2,143.11円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金
額

―

 
　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額について
は、行使価格が市場価格を上回っており希薄化効果がな
いため、記載しておりません。
　

(注) １株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年１月１日
至  平成22年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年１月１日
至  平成23年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は四半期純損
失(△)(千円）

674,960 △185,499

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失(△)(千
円）

674,960 △185,499

普通株主に帰属しない金額(千円） ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 86,044 86,556

　希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含まれなかった潜在株式につ
いて前連結会計年度末から重要な変動がある場合の概要

― ―
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第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 815.64円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金
額

―

　

　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額について
は、行使価格が市場価格を上回っており希薄化効果がな
いため、記載しておりません。
 

１株当たり四半期純損失金額 4,045.77円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金
額

― 

 
　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額について
は、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存
在しないため、記載しておりません。

　

(注) １株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は四半期純損
失（△）(千円)

70,598 △350,185

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失（△）
(千円)

70,598 △350,185

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 86,556 86,556

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年11月5日

プラネックスホールディング株式会社

取締役会  御中

　

東　陽　監　査　法　人 

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士   吉　　田　　岳　　司　　印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士   佐　　藤　　眞　　治    印

　 　 　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士   清　　水　　和　　也    印 

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているプラ

ネックスホールディング株式会社の平成22年１月１日から平成22年12月31日までの連結会計年度の第３四半

期連結会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成22年１月

１日から平成22年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損

益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務

諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表

明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、プラネックスホールディング株式会社及び連

結子会社の平成22年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半

期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年11月14日

プラネックスホールディング株式会社

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    池田 敬二    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    中村 嘉彦    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているプラ

ネックスホールディング株式会社の平成23年１月１日から平成23年12月31日までの連結会計年度の第３四半

期連結会計期間（平成23年７月１日から平成23年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年１

月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連

結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結

財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論

を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、プラネックスホールディング株式会社及び連

結子会社の平成23年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半

期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
　

EDINET提出書類

プラネックスホールディング株式会社(E02061)

四半期報告書

36/36


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容
	３関係会社の状況
	４従業員の状況

	第２事業の状況
	１生産、受注及び販売の状況
	２事業等のリスク
	３経営上の重要な契約等
	４財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３設備の状況
	第４提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２株価の推移
	当該四半期累計期間における月別最高・最低株価

	３役員の状況

	第５経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書
	第３四半期連結累計期間
	第３四半期連結会計期間

	(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	継続企業の前提に関する事項
	四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更
	表示方法の変更
	簡便な会計処理
	四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理
	注記事項
	事業の種類別セグメント情報
	所在地別セグメント情報
	海外売上高
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

